
































一部を改正する訓令 ( 40.3. 1 9官報）
事務局l乙部を置く 国立大学等を指定する訓
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6 第 5 ｜ を加え，開演習及び実験コ ー ス 文 献 指 導 2 I 'J 
工業化 学専攻第 1コ スーの
｜ 実 験 I 12 I 






























( I 6 I I K. 及び
｜ ｜  ｜」
贈去「｜ l 守主話 学特論 ｜ 4 I 
｜腎興需I � I 
に改め、 並びに
機械工学専攻の項の全部を次のように改める。
第 応 用弾性学 6 
応用弾性学 実 験 18 コース 文 献 指 導 2 
振 動 工 学 2 
機 械 力 学 2 
第 2 情 報 理論 2 
コ スー 数理 工学 演 習 2 
機械 工 実 験 実 習 4 
特 1Jlj 研 究 10 
流 体 機械特論 4 
第 3 流 体 力 学 4 
コ スー 実 験 実 習 4 
特 別 研 � 10 
熱 特 論 ｜2 
学
学 専攻 蒸気原動 機 2 第 4 応 用熱力 学 2 
コ スー 実 験 実 習 4 























2 コ スー 験 実 習 4 
特 lJlj 研 y勿hu 10 
機 構 学 特 論 2 
工 業力学特論 2 
選 択 応用数学 特論 3 
計画数学特論 2 
科 目 自 動 制御特論 2 
電 子 回 路 2 
電 気 計 測 2 
機械 工 学特論 3 
附 則
にの掛呈（ 改正 ） は． 昭和40年4 月 1白か ら 実 施す




1. 電気工学専攻に第5コースを入 れたのは、 本学 工学部
の学科目に「自動制御」が加わったため。
2 .  工業化 学専攻につ いては． 工 業化 学科の中に化 学工学
；｛；；履修する者の課程が設け ら れて いるの‘で、 当分の問、
化学 工学をも含めた 工業化 学専攻の課程を履修 で き るよ
うにした。












第l条 富山大 学（以下「 本 学」と いう。） IL.， 電子 計算
機の利用による研究の推進を図るため， 富山大 学計算セ
ンター （以下「計算センター」と いう。） を置く。
（業務 ）








第3条 計算センター に， 計算センタ一室長（以下「室長
」と いう。〉 及びその他必要な職員を置く。
2 室長ば， 本 学教授のうちから第 4条の委員会が推せん
し， 学長が任命する。
3 室長の任期は 2年 とする。ただし， 再任を妨げな い。
4 室長は， 計算センター の監督指導に当たる。
5 職員は， 計算センター の業務に従事する。
（運営委員会）
第4条 計算センター の運営を円滑にするため， 本 学に，
富山大 学計算センター 運営委員会を置く。
2 前項の委員会の組織及び運営等につ いては， 別に定 め
る。
（管理）
第5条計算センターの事務は， 当分の間． 事務局にお い
て行なう。
（雑則）
第6条 との規則l乙定 めるもののほか， 計算センター に関
する必要な事項は， 別に定 める。
附 則
1. との規則は． 昭和 40年 4月 1日から施行する。
2. 富山大 学電子計算機室設立準備委員会規則（昭和 39 年









第1条 乙の規則は， 富山大 学計算センタ一規則第4条第












(2）各 学部教官 各 2名
(3) 経営短期大 学部教官 1名
(4）事務局長
2 前項第 2号及び第 3号の委員は， 各学部等（各 学部及








第4条 委員会に委員長を置 き ， 委員長は委員の互選とす
る。
2 委員長は委員会を招集し， その議長となる。ただし，
委員長に事故 あると き は， 委員長の指名した委員がその
職務を代行する。
（議事〉




第6条 専門の事項を調査研究するため必要が あ る と き
は， 委員会に期間を定 めて専門委員を置く乙 と が で き
る。
2 専門委員は， 本学の職員のうちから， 委員会が推せん
し， 学長が任命する。
（庶務）
第7条 委員会の庶務は， 事務局にお いて処理する。
附見lj
乙の規則は， 昭和40 年 4月1日から施行する。
諸 ぷ』;z:s:; 
第14回 評議会 （ 2月22日〉
（議題）
議
1. 39 年 度卒業式（修 了式）及び4 0年度入 学式等につ いて
2. 工学部規程の一部改正 につ いて
3. 教官の特別昇給の追加配当につ いて
4 .  40年 度富山大 学科 学教育研究室入室案内につ いて
5. 卒業証書について
（報告事項〉






第15図 評議会 ( 3月15日） （報告事項）
（議題〉 1. 39年度追加予算 について
1. 教官人事 について 2. 学生の懲戒について
2. 39年度卒 業生及び、修了生の認定 について 第16回 評議会 ( 3月30日〉
3. 40年度入学者選抜基準（案） について （議題）
4. 。 入学試験採点委員及び調査書審査委員の委嘱lζ 1. 39年度入学試験合格者の判定 について
ついて 2. 沖縄学生の入学受入れ について
5. 富山大学計算センター規則（案） について （報告事項）
6. 。 計算センター運営委員会規則（案） について 1. 職員人事 について
E電 官
人 事 �� 動
職｜氏 異 動 内
｜ 近堂和郎！助教授（文理学部 ）時用する
｜八 木 寛｜ 。 （工学部 ）·h：採用する
｜吉田和夫｜講師 （文理学部 ）同用する
｜ 時沢 貢｜助手 （工学部 ）ll：採用する
｜ 島崎 利治｜ /,' （ 。 ) H.：採用する
｜ 中島松 一｜ /,' 〈薬学部 ）Iζ採用する
｜岡 田竹史｜ ィ？ （ 。 ) R：採用する
｜ 桝田正美｜ 。 （工学部 ）11：採用する
｜ 長谷川 淳｜ /,' （ 。 ) Iと採用する
｜金川和子｜教諭（附属小学校）峨用する
｜桐野 秋 豊｜ グ （ 。 ) Iと採用する
｜ 池田浩子｜教務員（薬学部）I＜：採用する
｜ 高安 紀｜ ィア （工学部）Iと採用する
｜ 野口 隆｜ 事務員（庶務課）I�糊する
｜ 岡 田東彦｜ // （ 。 ) Ir：採用する
｜尾山吉昭 。 （ 。 ) It採用する
｜ 松 本 進i // （会計課）1c:：採用する
｜ 林 有一 技術員（計算センター） に採用する
｜高尾郁子｜技能員（厚生課栄語士）時用する
｜ 大田洋子｜ 技術員（薬学部 〉峨用する
｜ 黒川浩正｜ グ （工学部 ）le採用する
｜ 山本健市｜// （ 。 ）に採用する
｜高塚清文｜。 （ グ ) IC採用する
｜ 橋本竹二郎｜ 技能員（薬学部 ）峨用する
｜ 六土幸男｜用務員（工学部 作 業員）時用する
文J学～）官 ｜ 西出紀子｜ 助手 に昇任させる
-4-
n廿� ｜発令年月日｜ 発 令庁
\ 40. 4. 1 I文部省
I 40. 4. 1 I 富山大学
I 40. 3. 1 I ィP





















\ 40. 3. 1 I 。
報 間和40年2-3月







〉宮｜ 草木 啓郎l 文部闘に配置換する I 40. 3. 1 I 富山大学
助 授｜蔵島 茂 教授岬任させる I 40. 3 .2s I文部省
助（文轟部）授｜小林 貞作｜教授岬任させる助（教轟部）授｜ 丸山豊一｜ 。
講（睦畔部〉師｜ 大喜明夫i助教授に捕させる
講 師 ｜（経営短大） 泰 地 靖 弘 。
ィア ｜田村茂夫｜ // 
。 ｜ 下川浩一｜ 。
主
教
山 大師学 ｜藤森 勉｜宮山大学 助教授（教育学部）に昇任させる
（教育学部）授｜捲川栄作 ｜教育学部 長時任する
/  ｜ 玉生正信｜ 評議員 時任する
教 （経済学部）授｜ 野崎 富作｜ 経済学部 長時任する
イア ｜城宝正治｜ 経営短期大学部主事時任する







I 40. 3・31 I 
// 
会 計 課 長｜中原二良｜ 長岡工業高等専門学校事務部 長時任させる ｜ // 



















学｜｜ 円日 口ムi 奨 ｜富山大学 講師（薬学部川捕させる 。
師l布村啓－｜ 富山工業l局等専門学校 に出向させる（助教授に〉｜ ｜ ｜ 文謂
唱
竿富｜森田隆夫i
官 ｜高杉正範1 // 〈厚生係 長lζ）｜ タ
文（ 設峯）官 ｜奥井信夫1 // （施設係 長に）I // I 
士品喜義）官！中島菊枝｜
事
。 石野倶行｜ 工学部 庶 務係 長時任させる
（工務学 部）員 ｜｜ 羽 根 俊｜ 会計課岨置換する
文（雲害義 ）宮｜高岡 博 ｜施設課lζ配置換する
助（工学 部）手 ｜佐藤恭一｜ 辞職を承認する






I 40. 2.20 I 
























）授 ｜｜ 片 山 操 ｜ ｜ 辞職を承認する 。 ｜文部省
劫 （薬草部）授｜岩城利一郎｜ // 。
イア
教（文理学部）授｜ 植木忠夫｜ 昭和40年3月31日限り停年により退 職した グ




ずー 内 諸 幸良
昭和39年度卒業式
富山大学第13回並び に同経営短期大学部第4日の卒業式
は， 3月20 日 （土） 午前10 時から黒田講堂で行なわれた。
乙の日の卒業生 は， 各学部， 短大合せて683名で， 他lと
専攻 科修了生4名。それぞれ卒業（修了） 証書が授与され
学長告辞． 大臣祝辞 （代読） ， 吉田知事 ら来賓祝詞のあと
行本達男 （経済学部） ， 吉崎克彦 （経営短大〉の 両君が，












































の研究μは有名で， 多く の鋳物工場がこの研究 に着目し能
率をあげている。
｜昭和 18年東大工学 部卒業後． 同20年 9 月高岡工専教授と
なり， 金属材質の研究 一筋 に打ち込んできた。33年「キユ
73 I I ーポラの研究」で工学博士号をうけたが， 鋳造欽の強度研
' a究から変形しやすい鋳鉄の特性と強度のハガネをうまく結
合させ， 従来の鋳鉄よりも 2倍も強いものを作りあげるなI 2 I 0 I 2 I I ど 金属材質の品質改良 につく した功績は大きい。38年 には
I I l ｜ ｜ 日本鋳物協 会から功績賞を受けた。2 o I 2 I I 
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荒木 博之 1 -Aza quinolizidine の合 成
伊藤 照弥 イオン交換樹脂 による核酸構成成分 の分離
石塚 例康 リボフラビン のリン酸化反応
稲垣 照夫 A BO Bの新合成法
小川 清美 2-Aza quinolidineの新合成法
i司田 竹史 Pj!J息性空中カビ生産物質の気管平滑筋収縮
作用！と関する分子薬理学的研究
河村 政雄 S -Triazolo〔3， 仁川〔1' 3' 4〕－thia
diazole誘導体の合成化学的研究





斉藤 晴夫 新クマリン系殺鼠剤 に関する研究
平井 嗣郎 強力なアトロピン様作用をもっ新化合物





本学大 学院 （薬学研究 科〉の第1 回修 士 学位記授与式は ｜ 文型学部の植木忠夫， 小笠原和夫両教授は， 教育公務員
3月19 日午前 10 時から本部会議室で行なわれ， 本学はじめ ｜ 特 列法 及 び宮山大学教員の停年に関す る矧呈lと基づき， 本
ての修士 として14 名 の修 了生に薬学修 士 の学位が授与され ｜ 年 3 月 31日限 り 退職され たが． その最終講義は3月1 2日 午
た。修了者氏名および論文題名は次のとおり。 ｜ 後i司学部2番教室で「退官記念講演」として横田学長はじ
記 ｜め教職員， 学生 らが集まって行なわれた。









本学教職員有志の集団献血は， 3 月1 7日， 富山県赤十字
血液センターから移動採血車「白はと号」を構内（職員ホ
ー ル検）にむかえて行なわれた。
本 学では， かねて体育会などが率先し， 各クラブやサー




本部＝辺見儀平， 石野倶行， 平岡幸一， 渡辺登美枝． 清
水見野田敏明， 栃山和 子， 松下義春
文班、＝飴照道， 松井厳， 奥貫晴弘， 小森典， 白野明， 島











囲 碁 大 会
と き 2月 6日（土）午後1時～
ととろ 職員ホー ル
結 果 参加者 競技成績
A級 1 2名 ①高木光司郎（文）． 平岩広一（図）
B級 9名 ①根井仁三郎（工）①北林秀 次郎（教）
C級 15名 ①石黒勝夫（本）． 高山藤一郎（工）
（註） A級・C級とも①①位の決定 をせず 。
排 球 大 会
と き 2月1 3日（土）午後1時～
とζろ 新体育館

















。 近堂 和 郎
講 師 吉 田 和 夫
教育 学部
助教授 藤森 勉
講 師 中川 昨
教 諭 桐野 秋豊
。 金川 和 子
薬 学 部
教 授 木村 康一
講 師 日合 ‘平コ民存
助 手 岡 田 竹史
イア 中島 松一
教務員 池 田 浩子




助 手 時沢 貢
イア 島崎 利治





// 高 塚 清文
用務員 六土 幸男
＜改 姓＞
工学部 技能員 清水とし子（旧姓・高 田）
＜住所変更〉
薬 学 部



















主 要 日 誌
本 部
2月 1日 富山地区人事担当官会議（法務局 ）












1 6日 欠員不補充の実施状況など聴取（文部省 ）
。 指定 統計調査事務説明会（名古屋大学 ）
16～26日 第 2 回人事事務研修 （文部省 ）
1 8日 女員不補充措置実施状況聴取（文部省 ）
20日 職員軟式庭球インドア大会
20 ・2 1日 富山高専入試
22日 評議会（第 1 4回 ）
23日 事務協議会
2 7日 R連盟囲碁将棋大会（県職員会館 ）
3月 2 日 事務協議会
3 ・4 日 北陸3 大学施設担当者研修 協議会（金大 ）
6日 R連盟卓球大会
8 日 庶務係長会議
1 0 ・1 1日 共済組合全国事務担当者打合会（国立科 学1
博物 館 ） ｜ 
学
11～13日 技術監査
1 2日 入試管 理 委員会






2 9日 構内電話の自動化， 電話交換室開室式
30日 評議会（第 16回 ）
3 1日 入試合格者発表
｜文理学部1
2 月1日 選考委員会（英語 ）
3 日 教授会
。 人事教授会
6日 文 学科語 学講座懇談会










2 7日 富山哲 学会
3 月10日 文 学科改組委員会
グ 学部教授会
。 人事教授会
1 2日 植木， 小笠原両教授退官記念講演































































4ア 教授会（第 21 回）
昭和4 0年2月一3月
｜薬 学 部｜
2月 3 日 輸入土壌（韓国産）研究終了後の立合検査実施
5 日 薬学部創立7 5周年記念事業委員会
。 7 5年 史編集委員会
6日 卒業生予餓会（黒田講堂）
8 日 7 5周年 記念事業委員会（総務委員会）





26日 39年度後期末試験（ 3月 6日まで）
。 係長会議




8 日 大学院薬学研究 科修 了見込学生 研究発表会
10日 教授会
。 研究科委員会





23 ～24 日 入学試験
30日 教授会
2月 17 日 教授会及び専任教授会
28日 本省第 3予算斑白取主査施設視察のため来学









3月 3 日 部内図書整 理 事務研修 会
9 日 事務打合会







11 ～ 17日 学期末試験
1 7日 教官会議








印刷所 昭 和 印 刷 KK
